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器と分かち合うこと 

生活スタイルの多くが、コロナ禍前に戻りつつありますが、茶道の作法については、い

まだに大きな制限が残っています。濃茶の回し飲みが、稽古や茶会では解禁されておら

ず、ひとり一服ずつのお茶を点てる「各服点て」が原則となっているのです。 

 こんなことがいつまで続くのだろうと稽古の席で話しながら、もう３年半が経ってしま

いました。 

いまかりに本来の作法を再開すると、正客は次客、三客の三人分のお茶の入った器を持

って、その重さに驚くことでしょう。そして器の深さに改めて気がつくのではないでしょ

うか。たっぷりのお茶を入れて覗き込み、口に運んで初めて、器の深さは実感することが

できるように思います。 

 濃茶の醍醐味は、覗き込むように深い器に入れた、両手のひらに重さの伝わるお茶を、

手渡しながら分かち合うということでした。 

 利休の時代に始まった回し飲みの作法は、カトリックにおける「聖体拝領」の儀式の影

響かもしれないという説も、こうしてみると説得力があるように思います。差し出された

「深く」「重い」ものを「分かち合う」ということにおいて。 

 

 

 日本経済新聞連載の批評家・若松英輔のコラム『言葉のちから』に、力量と器について

論じているのを読んで、改めて器というものについて考えました。 

 若松が若い頃、思想家・詩人の吉本隆明と何度か話し合う機会を持ったとき、吉本がし

ばしば口にした「力量」という言葉が、印象に残ったのだそうです。 

 それは訓練や学習を積むことでは獲得することのできない、その人が、その人の仕方で

しか発することのできないエネルギーのようなものと若松は理解しました。そして力量と

いう言葉と同じニュアンスを含み、我々に具体的なイメージを喚起するものとして「器

量」や「器が大きい」という言葉を挙げます。そして器について、次のように語っていま

す。 

人間が成熟していくとき、「器」と呼びたくなる何かを内に蔵さなくてはならないらし

い。ここでいう「器」は、鉄製の頑丈なものでなく、乱暴に扱えば欠けてしまう繊細な

もので、皿のように平たいものでなく、深みをもったものでもあるのだろう。私たちは

そこに、ほかの人の目には見えないところで流した汗や涙を蓄える。それがいつしか清

水となって私たちの内界を浄化し、育むのではないだろうか。 

戦国時代に始まり、現在に至ってもなお、表現しがたい熱情をもって一個の茶碗を求め

る者たちがいる。動機や理由、目的もさまざまであることは歴史が証明しているが、な

■ 器の深さと重さ 
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かに美しい茶碗の訪れを、己れの成熟した心の顕現であると捉えた人たちがいたことも

事実である。（日本経済新聞 8.19 朝刊） 

 成熟した器の持つ「深さ」と、そこに蓄えられるものの「重さ」について、ここで触れ

られています。 

 私はそこに、その器に蓄えられたものを分かち合うことを、「器量」の重要な要素とし

て加えたいと思います。気前のよさや鷹揚さといったものに通じる、大人（たいじん）の

風格です。そして、コロナ禍で見失われたもので、見過ごすことのできないもののひとつ

として「分かち合う」ことがあると思います。 

 

 

 分かち合うことのできる「器の大きさ」というものを考えるとき、松下幸之助が語った

「成功する人が備えていなければならない三つのもの」という話を思い出します。 

 松下幸之助は、成功する人には「愛嬌」「運が強そうなこと」そして「後ろ姿」が備わ

っているのだと、次のように語りました。「愛嬌」のあるひとにはスキがあって、自分が

しっかり見守っていないと、という思いにさせる。「運が強そうな」ひとのそばにいる

と、はつらつとした空気に乗せられて、冒険的なことにも挑戦できるようになる。そし

て、だれかの「後ろ姿」が眼に焼きつくときには、見ている人の心に静かな波紋が起こっ

ているのだと。 

 

 この三つのなかで、私が最も惹かれるのが「後ろ姿」です。後ろ姿とは、その人の言葉

の裏にどのような想いが秘められているのか、思わず想像が膨らんでいくような、そんな

雰囲気を醸し出していることを指しています。言い換えると、自分がどうにかしなければ

いけないと思わせて、ついついその人のために動いてしまう、そういうものが人を結果的

に成功させるというのです。 

 その人の器に「深さ」と「重さ」があって、その器を「分かち合う」ことができるとい

うのは、その器の深さや重さについて、まわりの人が思いを馳せてしまうということでは

ないでしょうか。 

  

 コロナ禍で、我々は仕事がリモートでできることを知りました。しかし、仕事はリモー

トでできても、人の後ろ姿はリモートでは伝わりません。器の深さも重さも、心の静かな

波紋のようなものでしか伝わらないのだとすると、器の深さや重さを生み出すことも、た

ったひとりの力ではできないのだと思います。 

 茶道において、たっぷりと器に入れた濃茶を分かち合うことのできる日は、まだ当分先

のことでしょう。しかし、人と接し、人の器の深さや重さを分かち合う環境を、私たちは

もうすでに取り戻しています。                （所長 瀬戸 英晴） 

■ 後ろ姿について 


